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主 項 目 調 査 項 隠

評 価 方 法 評 価 方 法
「「… 四. 一 一

署.河川工作物 以 阻轡なし ①滝 落差1mを 目安として 、渤 上陽轡が
燕し

外の遡 上、生 息 有り

阻署の有無
阻署有り ②P8 pH5.5を 基準として、遡 上 ・産卵 ・生息阻容

.

無し
が

有り

2.河贋 工作物 が
遡上再能 ⑦河川工作物の落差と越流水

深
1

落 差40cmを 臼安として.遡 上が
遡上可能

遡上困難主原因か
遡上国難 ②プールの水深と広がり 体長 の1～1.5倍 を基準に、嵌上 が

遡上可能

遡上困難.

①水薗幅(平水陶

1

旛1-1.5m以 上を霞安 として、遡上 ・麿

卵 ・生息環境 が

環境あり

環境なし

②水深(平水時〉

印

魚種 ごとの体長を 目安として、遡上・産

卵。生息環境 が

「一

環境あり

環境なし

1)礫なし(泥 状)、2>20畔m以 下

遡上 ・産 卵 ・生 息の環境下 にある

③河床の組成

(ア)礫 区分

の礫が主 に混合 、3)2)以上

の礫が主 に混含.4)岩 盤 状

の礫構成 から、遡上 ・産卵 ・

瑠境あり
環境なし

生息環境が

1

(イ)沈み.石
2),3)に っいて、沈み石の占有
串から.産 卵・生息環境が

… 凹

3.上流 の遡上 ・

④河川形態

1

可児 式(瀬 、淵の状 態〉か ら、産登3・生息

環境 が

頂境あり

環境なし

産卵・生息環境
の有無 遡 上・産卵 ・生息環境 下にない ⑤濁水の流入の有無

1

濁水が生息条件を超える状況を冒安に、
生息環境が

一

あ り

なし

⑥水温

匝

産卵 、生息 の適温を饒安として、産 卵 ・生

息環境が

一

環境あり

環境なし
一

の河川内の礫上のスギゴケ

.

スギゴケの付藩状況 あり

なし
-一

1⑧湧水

湧水の有無から(有れば産卵環境に適) あり

なし

河川 延長に対する割 合から、3っ に 区分 大
⑨河畔林率 する(大 なら生 息理境に適)、 大;60%以 中

上 、中=30～60%来 満 、小=3Q%未 満 小

⑩枝沢

.

枝沢の有無(有れば生息・退還麗境に
適)

あり

なし

①渓流内滞留土砂澱

4、上 ・下 流にお 少ない
ヘクタール当り渓流内土砂最、擬似
痛流力、累積渓流内土砂量の関

ける流出可能
圭砂最の状況

中くらい

多い

係およびへ妙一序当り康壊地面積、
累積崩壊地面積の関係を考慮し

別紙 資料「河川別の流 出可能 土砂の評価 」のとおり。
*奪 門 寒の判断

て評僑する。
②土砂生産源

保全対象の重
要度(量と質)が

5.下流域の 保全

対歌 の状況 低い

河碍工作物の改修に伴う、保
全対象への影響度を念頭にお
いて判断する。

保全対象 別 図資料「保 全対象施 設」のとお り。

窩い

産開床及び生

1

6河 餌周辺生態
系への状況

態系への影響
が

小さい

中くらい

導門家の意見を考慮するとと
もに、希少動植物の情報にも

留意する。

①産卵床の保全

1

改修後の産邸床の埆減から.産卵床への
影轡が、
薄 門家の判断

小さい

中くらい

大きい

大きい
②生態系の保全

重機等のアクセス及び改修に伴う重機等
による周辺生態系の変化が

小さい
大きい

彫響が小さい=
工法等の工夫
によリ影欝を回

避でき、工作物

7.工作物改修等

に伴う防災機能
等への全体的
な影響

の改修が可能と

判断

影響が大きい;
全体的な影響が

主項 目4、5、6の 全体 的な評

価結 果を総合的に 検討する。

①工作物改修等に伴う防災椴
能及び河川周辺の生態系への
影轡

河 川工作物改 修に伴う肪災機能へ の影

響 等(4、5、6)の 全休的な検 討結 果か

ら、
*専 門家の判 断

影響が小さい
影響が大きい

大きく、工作 物

の改修が困難と

判断〔現状維
持}

8.工 法の選択
等の検討

可能性有り
可能性無し

工法の選択の技術的側面及び
経済的環境を総合的に検討す
る。

①河川工作物改修の技術的・
経済的可能性
・

工法の選択と経済的環境の検討結果か

ら、可能性が、
有り
無し
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